ヤン・ミョンス氏 (韓国・梨花女子大学校教授) 講演会
　　　　

「不可能なる可能性」の三つの型（ニーバー、カント、ハイデガー）
Trois types de la « possibilité impossible » (Niebuhr, Kant, Heidegger)
日時：　　　　2016年1月20日(水)　14時45分～17時（予定）
場所：　　　　京都大学文学部校舎　総合研究2号館　第10演習室
      （http://www.bun.kyoto-u.ac.jp/about/access/）
主催：　　　　京都大学文学研究科宗教学研究室
司会・通訳：　杉村靖彦（京都大学）
　　　　　　　　　　　
この度、韓国の梨花女子大学校神学部教授のヤン・ミョンス氏をお呼びし、講演会を開催することになりました。ヤン氏は、ストラスブール大学で神学博士号を取得後、韓国のプロテスタント神学・宗教哲学研究の中心の一つである梨花女子大で長らく教鞭をとってこられました。アウグスティヌス、カント、リクール、レヴィナス等の西洋哲学研究、および新儒学、とりわけ東学の研究をもとに、韓国の思想状況を踏まえたキリスト教哲学を作り上げようと努めてこられました。韓国のポール・リクール協会の会長をも務めておられます。
今回のご講演では、「不可能なる可能性」をキーワードにし、ニーバーのキリスト教神学とカント、ハイデガーの哲学を横断するような形で、ご自身の思索を展開される予定です。講演はフランス語、質疑応答はフランス語と英語で行いますが、随時通訳を行いますので、このテーマに関心のある方々に広くご参加いただけると思います。お問い合わせなどは、杉村までお願いいたします（mail :ysugimura@bun.kyoto-u.ac.jp / tel. 075-753-2450）。
多数の方々のご来場をお待ちしております。
